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コラム　地球温暖化とその影響

熱中症とは何かⅠ

地球温暖化とその影響コラム

　人間活動に伴う二酸化炭素等の温室効果ガスの排出量増大により、地球

の温暖化が問題になっています。

　2013年に発表された「気候変動に関する政府間パネル(IPCC)」の第5次

評価報告書が、これまでの1880～2012年において、世界全体の平均気温

は0.85度上昇し、1986～2005年を基準とした、2081～2100年におけ

る世界平均地上気温は、「低位安定化シナリオ」（RCP2.6）では0.3～1.7

℃、「中位安定化シナリオ」（RCP4.5）では1.1～2.6℃、「高位安定化シナリ

オ」（RCP6.0）では1.4～3.1℃、「高位参照シナリオ」（RCP8.5）では2.6

～4.8℃上昇すると予測されています。また、平均気温の上昇ばかりでなく、

熱波、大雨、干ばつ等の極端な気象現象が増えると予想しています。

　例えば、ヨーロッパは2003年の夏、猛烈な熱波に襲われ、平均気温は

1961～1990年と比べ3.8度高くなりました。この熱波による死者数は約5

万人に上ったと報告されています。

　我が国でも、国立環境研究所等によれば、図1-14に示すように、21世紀の

末に、気温が30度を超える真夏日が大幅に増加すると予測されています。地

球の温暖化により、熱中症や感染症のリスクが増大する他、農業、沿岸域、水

資源、自然生態系等に様々な影響が現れます。

RCP(Representative Concentration Path)シナリオ：代表的濃度パスシナリオ

大気中の温室効果ガス濃度の放射強制力（地球に熱を貯める力）の変化シナリオ

図1-14　日本の真夏日日数の変化

（出典：国立環境研究所/東大気候システムセンター/海洋研究開発機構）

（日本列島を100km×100kmの格子で区切り、このうち一箇所でも
最高気温が30度を超えた日を「真夏日」として数えています)
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熱中症になったときには Ⅱ
1．どんな症状があるのか

2．どういうときに熱中症を疑うか

3．熱中症を疑ったときには何をするべきか

4．医療機関に搬送するとき



　本マニュアルでは、熱中症を「暑熱障害による症状の総称」として用いています。「暑熱環境にさら

された」という状況下での体調不良はすべて熱中症の可能性があります。熱失神は「立ちくらみ」、熱

けいれんは全身けいれんではなく「筋肉のこむらがえり」です。熱疲労は、全身の倦怠感や脱力、頭痛、

吐き気、嘔吐、下痢などが見られる状態です。

　また、熱中症の重症度を「具体的な治療の必要性」の観点から、Ⅰ度（現場での応急処置で対応でき

る軽症）、Ⅱ度（病院への搬送を必要とする中等症）、Ⅲ度（入院して集中治療の必要性のある重症）に

分類しました（表2－1）。

　現場で確認すべきことは、意識がしっかりしているかどうかです。少しでも意識がおかしい場合に

は、Ⅱ度以上と判断し病院への搬送が必要です。「意識がない」場合は、全てⅢ度（重症）に分類し、絶

対に見逃さないことが重要です。また、必ず誰かがついて、状態の変化を見守る必要があります。応急

処置にもかかわらず悪化が見られる場合には症状にかかわらず病院へ搬送します。
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熱中症になったときにはⅡ

１．どんな症状があるのか

表2-1　熱中症の症状と重症度分類

Ⅱ度

Ⅲ度

分類

Ⅰ度

症　状 重症度

めまい・失神
　「立ちくらみ」という状態で、脳への血流が瞬間的に不充分にな

ったことを示し、“熱失神”と呼ぶこともあります。

筋肉痛・筋肉の硬直
　筋肉の「こむら返り」のことで、その部分の痛みを伴います。発

汗に伴う塩分（ナトリウムなど）の欠乏により生じます。

手足のしびれ・気分の不快

頭痛・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感
　体がぐったりする、力が入らないなどがあり、「いつもと様子が

違う」程度のごく軽い意識障害を認めることがあります。

Ⅱ度の症状に加え、
意識障害・けいれん・手足の運動障害
　呼びかけや刺激への反応がおかしい、体にガクガクとひきつけ

がある(全身のけいれん)、真直ぐ走れない・歩けないなど。

高体温
　体に触ると熱いという感触です。

肝機能異常、腎機能障害、血液凝固障害
　これらは、医療機関での採血により判明します。

熱ストレス(総称）
熱失神

熱けいれん

熱疲労
（熱ひはい）

熱射病

症状から見た診断

＊熱けいれんと熱失神は18ページコラムも参照



　熱中症を表2-1のようにⅠ度からⅢ度に分類すると、①熱中症の重症度について、熱疲労などとむ

ずかしい言葉によらずに理解を促すことができ、②重症化の予防と早期発見に役立つこと、③介護、

運動、教育、労働の各関係者にも理解しやすいことが挙げられます。

　つまりⅠ度の症状があれば、すぐに涼しい場所へ移し体を冷やすこと、水分を与えることが必要で

す。そして誰かがそばに付き添って見守り、改善しない場合や悪化する場合には病院へ搬送します。

Ⅱ度で自分で水分・塩分を摂れないときやⅢ度の症状であればすぐに病院へ搬送します。

　2012年夏の日本救急医学会に集められたデータ（Heatstroke STUDY 2012）について調べ

てみると、約5割がⅠ度で、Ⅱ度が約3割、Ⅲ度が約2割でした（図2-1）。症例のICUを含む入院例の割

合をみると、高齢者になるほど入院例が増え、さらに重症患者の入るICUへの入室割合も増加してい

ます(図2-2)。
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（出典：平成25年、日本救急医学会）

図2-1　熱中症の症状と重症度分布(2012年)

（出典：平成25年、日本救急医学会）

図2-2　年齢別来院時重症度分布(2012年)
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